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当社の特徴

蓄積した知見やデータを利活用

2

強固な財務基盤信頼のビジネス基盤

お伝えしたい、３つの発見
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信頼のビジネス基盤
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企業プロフィール

社名 株式会社 シイエム・シイ

設立 1962年５月

住所 名古屋市中区平和１-１-19

代表者 代表取締役 佐々幸恭

資本金 6億5,761万円

従業員数 436名（単体）/925名 (連結)

グループ会社・拠点
   (2024年8月最新)

15社（国内8社、海外7社）
27拠点（国内16拠点、海外11拠点）

＊2023年9月30日現在

信頼のビジネス基盤
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沿革

お客さま企業の

技術情報を扱う信頼の歴史
モノづくり(制作)

1962 1970 2000 2010 2020

コトづくり(体験・体感)

マニュアル制作（モノづくり）＆
お客さま企業の戦略支援（コトづくり）へ商品知識・理解、

ノウハウを活用

マイクロ
フィルム

書面や図面を微小サイズに縮小し、
フィルムで記録したもの

印刷
技術マニュアル

取扱説明書、修理書などの原稿(データ)制作

[事例]

マニュアル制作

印刷

[事例] [事例] [事例]

商品研修会技術、特定業務の棚卸支援 展示会の支援（VR活用）

人財育成：
従業員への教育

販売戦略：
消費者への
認知向上

業務標準：
カンコツ・技能の棚卸し

信頼のビジネス基盤
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ビジネスモデル戦略

「戦略支援」を通じて

ユーザーを深く理解する。

「マニュアル制作」を通じて

お客さま企業を深く理解

このサイクルを回し続けることで独自のビジネスモデルを展開

信頼のビジネス基盤
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New
Technology ユーザーお客さま企業

原稿執筆

編集・翻訳情報分析

マニュアル制作
配信

戦略支援

業務標準

人財育成

販売戦略

試作製品
CADデータ

利用履歴
ログデータ

設計・開発
資料

戦略情報

整備士
販売員

教育担当

一般消費者

New
Ideas

大手自動車会社における
「技術マニュアル」の当社シェア

業界最大手企業 信頼のビジネス基盤

約50%



競争力を支える人財
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整備士資格保有社員

100名以上

国家整備士1級取得者

32名

自動車の製品技術を知り尽くす
プロフェッショナル人財

※2024年8月時点

信頼のビジネス基盤



成長(注力)市場への拡大
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技術マニュアル市場

1,000億円

モビリティ
1st レイヤー市場

モビリティ
2ndレイヤー市場

（農機・建機など）

非モビリティ市場
(製造、医療・医薬品、物流、
行政・自治体、ロボティクスなど)

技術マニュアル市場

マニュアル制作市場

モビリティ業界で培った知見・サービスを
成長市場へ拡大

信頼のビジネス基盤



グローバル市場への拡大
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日系企業の現地法人、海外企業へグローバル展開を加速

※2024年8月時点

海外市場向け

52.4％
国内市場向け

47.6％

仕向け先別売上高
（2024年3月末時点）

信頼のビジネス基盤
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蓄積した知見やデータを利活用



マニュアル情報はなくならない

マニュアルの中には安全、安心に関わる重要な情報がある

形は変わっても、その価値はなくならない
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蓄積した知見やデータを利活用

法律で必須
製品・機能ごとに

内容更新



必要な時に、提供

必要な情報を、提供

最適な方法で、提供

情報を必要とする人
（ユーザー）

！！

情報の体系化

動向分析・フィードバック

（データの体系化・部品化・構造化）
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DX変革を支える黒子企業

お客さま企業の黒子として
製品・技術情報などの利活用をご支援

蓄積した知見やデータを利活用



時代への対応① 社会課題への対応
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<直近の事例> 社会課題の解決に寄り添う、新サービス

DXに悩むお客さま企業向け
お助けサービス

自動車整備作業の時短・効率化アプリ

AR(拡張現実) 技術
でお助け！

蓄積した知見やデータを利活用
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<直近の事例> 整備DXに向け、体制強化

自動車整備会社を子会社化
整備DXに向け、現場に寄り添った形で商材開発を加速

蓄積した知見やデータを利活用



時代への対応② 生成AI普及を見据えた取組みへの対応
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<直近の事例>「Knowledge Master」をリリース

＊1
DITA：(Darwin Information Typing Architecture)
DITA規格は、IBMが策定した「技術文書」(テクニカルドキュメント)を記述・管理するための仕様を基に構造化情報の標準化団体である
OASIS(Organization for the Advancement of Structured Information Standards)に寄贈され世界標準の仕様とされたもの。

マニュアルを生成AIなどが利活用しやすいデータに整え、
ユーザーに提供する形を最適にするツール。

文書情報をDITA規格＊1に基づく
構造化されたXMLデータとして記録

18

PDF/HTML形式などの
ファイル変換で

データ利活用を効率化

蓄積した知見やデータを利活用

データ
構造化

データ
利活用

生成AIでも利活用しやすいデータへ



強固な財務基盤

19



11.7%
10.7%

13.1%
14.5% 14.2%

2,246 

1,818 

2,277 

2,590 2,617 

2,700

４期連続の最高益を予想

14.2%

2024年9月期
（予想）

今期、最高益を予想
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■営業利益(連結)
■営業利益率(連結)

2023年9月期2022年9月期2021年9月期2020年9月期2019年9月期

単位:百万円

強固な財務基盤



強固な財務基盤
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強固な財務基盤を強みに

先行投資を着実に進め、株主還元強化も視野
14％

流動資産
180億円

固定資産
66億円

流動負債 34億円

固定負債 20億円

純資産
192億円

73％

27％

自己
資本比率
76.5％

8％

2023年９月期 実績

強固な財務基盤
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7期連続の増配予想
今後も、継続的な増配をめざす方針

継続的な増配

単位:円

14
18

20

25
27

30

38

2022年9月期 2024年9月期
（予想）

44

2021年9月期2020年9月期2019年9月期2018年9月期2017年9月期 2023年9月期

7年で約3倍

強固な財務基盤



23

配当利回りの上昇

連続増配により、市場平均を上回り上昇

30

38
44

2.38 2.15

1.95 2.06

2.54 2.68

3.58

20

25

30

35

40

45

50

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4
系列4 系列1 系列2 系列3

■配当金・利回り推移

配当
利回り(%)

１株当たり
配当金(円)

2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期
(予想)

シイエム・シイ
(配当金)

シイエム・シイ
(配当利回り)

スタンダード市場
(配当利回り)

プライム市場
(配当利回り)

強固な財務基盤

※3

※1 ※1

※1 2022年9月、2023年9月の加重平均利回り(東証データ)を引用
※2 2022年9月、2023年9月の平均利回り(弊社データ)を引用
※3 四季報夏号 2024年3集掲載の予想配当利回りを引用

※2



東洋経済会社四季報先取りランキング

累進配当配当利回り TOP50位入り
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外部メディアで特集 強固な財務基盤

※1

※1 過去10期の増配回数が6回以上で、今期増配予想で、今・来期の最終増益率がプラスの企業を対象に、
今期予想配当利回り(配当予想に幅のある場合は下限値を使用)の高い順にランキング。
ただし、過去10期で無配または減配があった企業、来期減配予想の企業は除く。

※2 会社四季報夏号 2024年3集(2024/6/15)の配当利回り予想

中部地区(本社) は
シイエム・シイのみ

サービス業(業種分類) 8社

ランキング入り企業 51社

配当利回り(予想)
3.58% (41位)

※2

※1

IREXPO出展企業
では、最高順位!!
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機動的な資本政策

増配に加え、機動的な資本政策で株主還元

シイエム・シイ
株価

自己株式
の取得

自己株式
の取得

自己株式
の取得 自己株式

の取得

自己株式
の取得

株式分割
自己株式
の取得

株式分割

強固な財務基盤



当社の特徴

蓄積した知見やデータを利活用

26

強固な財務基盤信頼のビジネス基盤

お伝えしたい、３つの発見


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	<直近の事例>「Knowledge Master」をリリース
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26

